
未来創造Ⅱ 2年生 先輩を囲む会 

◇ 2年生 課題研究発表会 英語発表                          

 

日時：平成３０年１月１８日（木）第６・７限 

 

本校出身で、全国各地で活躍されている先輩方にご来校頂き、それぞ

れの仕事や人生観について語っていただきました。 

 生徒は、第６限・７限のそれぞれにおいて異なる講師の方からお話

を聞きました。 

 

【講座１】講師： 吉田 研 先生（刀匠 関伝日本刀鍛錬技術保存会刀匠部会） 

刀の鞘や、製鉄の際に用いる鉱石や砂鉄などを実際に持ってきてくださり、イメージを持ち

ながらお話を聴くことができた。 

○刀の歴史 

「刀」＝人を傷つけるための武器だという認識が強いだろう。しかし、外国文化で戦闘の道

具といえば「盾と矛」という順で言われるように、戦いにおいてはまず「守り」が優先され

る。「刀」もそれと同様、その主たる役割は「守り」であると考える。現代でも皇室で子ども

が生まれると「お守り刀」を贈る習慣があることが例として挙げられよう。 

 幸い戦闘の必要がない現代日本において、「刀」は必要がないものだと思われがちである。

しかし、現代では美術品として重宝されている。美術品として認定された刀は県内に８万本

以上あり、この数は近隣のどの県よりも多い。自分の作ったものが登録されると、その刀は

刀鍛冶の名とともに、一生世界に残る。そのため、生涯恥じることのないよう、こだわりを

持って一本一本を打っている。 

○様々な教科と関連がある 

 日本刀は一見私たちの生

活とはかかわりがなさそう

だが、様々な教科と関連を

持っている。たとえば、国語

においては「鍛錬」や「しの

ぎを削る」「切羽詰まる」「や

きを入れる」などの語源は

すべて刀の製造工程や刀の

具体的な部分に関係してい

る。社会においては、刀の形

の変化に、元寇など敵の武

器の変化など、歴史の動き

が大きく関係している。ま

た、理科では、製鉄や鍛錬な

どの製造過程が化学と密接に関連している。 

○誰かはどこかで関わる「日本刀」 

 関高校に通う人たちの多くは、この先の人生、なんらかの形で「刀」に関わる機会がある

だろう。刀鍛冶はもちろん、刀の製造過程に関わるその他の職人さんとして活躍している関
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高ＯＢの方もたくさんいる。また、刀の製造に関わらなくても、報道関係の人が刀について

取り上げたり、写真好きな人が鍛錬の様子を撮影したりするなど、様々な仕事・趣味で「関

の刃物」に関わる機会があるだろう。関市民であることに誇りを感じ、刀について少しでも

興味を持ってくれる人が増えてくれることを願う。 

 

＜＜生徒の感想＞＞ 

関が誇る日本刀の鍛錬の方法や、日本刀発祥の慣用句の詳しい説明など、様々な話を聞く

ことが出来ました。また、今後もし海外に出た時に日本刀についてどう説明するのか、アド

バイスを頂けたので、参考にしたいと思います。僕は日本刀に関しての知識はあまりありま

せんが、興味は持っているので、今いるこの刃物の町関で刀に関して知識を身につけていき

たいと思います。 

 

【講座２】講師：石原 進 先生（静岡大学学術院工学領域数理システム工学系列 准教授） 

大学の先生の仕事について、やりがいについて、自分が高校生だった頃のお話をしてくだ

さいました。仕事として大きく授業・研究・運営があります。 

授業では、講義・演習・ゼミ・論文指導・プレゼン指導を通して学生と関わっています。 

研究では、自動車間の無線通信によって事故を防止するための無線ネットワーク技術に取り

組んでいます。リアルタイム画像カーナビを目指して、できる限り小さな無線通信機とコス

トでドライバーに「その場所の情報」を提供し、周辺の状況を細かく把握して事故を軽減す

ることを目指しています。自動隊列走行のネットワークシミュレーションで物資輸送の経費

削減が可能かどうか、下水管検査で下水管の中に人が入らないで作業ができるようなセンサ

ーネットワークの研究、携帯端末の動きによる個人認証など、私たちの生活と密接に関わっ

ています。 

運営としては、主に研

究のための資金集めがあ

ります。 

大学教員・研究者のや

りがいには、「世界中のす

ごいやつ」「面白いやつ」

と交流ができること、自

分の名前で本や論文が世

に出せること、学生の成

長を見ることができるこ

と、世界中を旅できるこ

とがあるとお話してくだ

さいました。 

 

＜＜生徒の感想＞＞ 

先生の方からぐいぐい来てくださる、気さくな方で、お話も楽しかった。研究者という方

がやっている事には元から興味があった。しかし、研究そのものへの出資が渋られているた

め、生活が大変であるなどと聞いたこともあり、あまりいいイメージは持っていなかったけ

れど、先生が率直に、研究が楽しいとおっしゃっていたのを聞いて、更に興味がわいた。 

 

 

 

 

 



【講座３】講師：多田 明夫 先生（神戸大学大学院農学研究科食料共生ｼｽﾃﾑ学専攻准教授） 

 大学での研究内容、その研究を将来やりたいと決めた時の思い、進路決定をする上で大切

にしてほしいことなどを、今に至るまでの経験を踏まえながら話していただきました。 

 特に、進路決定をする上で大切にしてほしいこととしては、 

  ・「自分の性格よく知ること」 

    自分にとって、どんなことが向いているのか、何が向いていないのかがわかってい

ないと、自分の進みたい道を決めるのは難しい。 

  ・「社会認識 自己と社会の相対化」 

社会の中でどういう問題があるのか、どうしたら社会が良くなるのか、などという社会貢献

の面で自分の進路を考えてみるのも良い。 

  ・「具体的に何をしたいのか、大学に入って何を勉強したいのかをイメージする」 

大学に入学することがゴールではな

いので、大学に入って具体的に何を

したいか、学んでいきたいかをイメ

ージし、それを進路決定する際のモ

チベーションにする。 

という点でお話をしていただき、メ

モをとる生徒が多くみられました。 

 また、志望校に合格する方法があ

る、ということで、「これ以上やって

も無理や！というくらいの努力をす

ること」と紹介してくださり、まだま

だ甘く考えていた？生徒にとっては

心に強く残った言葉ではないかなと

思います。 

 

＜＜生徒の感想＞＞ 

何年後にどうなっていたいかを考えて、そのために今何をすべきなのかというのを明確に

して高校時代を過ごしていらっしゃったところが凄いと思いました。自分のやりたくないこ

とは続けることが難しいと思うけれど、数年後の自分がどうなっていたいかを十分考えてそ

のために今出来ることを頑張りたいです。先生には職業選択のことや大学がどういうところ

なのかを詳しく説明して頂けたので、とても勉強になりました。 

 

【講座４】講師：福田 恵介 先生 （福田刃物工業（株）代表取締役） 

学生時代に無気力で後ろ向きの性格だった自分が、前向きな人間になり、今、仕事が楽し

くて仕方ない。様々な開発秘話やテレビ番組秘話と共に、どのようにして人生（仕事）を楽

しむようになったかのお話をしていただきました。 

（株）不二越工具事業部の開発設計時代で、人が嫌がる夜勤に自ら希望したのは、今まで

の自分を何とか変えていこうという強い意志と、積極的に行動したい気持ちの表れでした。

失敗ばかりで落ち込みそうになっても逃げなかったことで得た教訓として、次のようなこと

を強調されました。 

まずは、逃げずに「正面突破」に心掛けること、そして「逃げずに努力してたくさん失敗し

て、自分で乗り越える体験を繰り返す」ことが大切で、「正面突破」に心掛け努力することで、

「確かな自信（実力）」が身に付き、「前向きな思考」になれると、「チャンスが増える、巡っ

てくる」ことを強調されました。 

現在の関市の福田刃物工業（株）において、トヨタ自動車（株）の依頼で「クリアカッタ

ー」を発明し、特許取得。その「クリアカッター」は 2011年、小木野科学技術振興財団にお



いて、最優秀賞を受賞したことのお話しと実物の披露。 

次に 2014年 ＮＨＫ番組「超絶 凄ワザ！～前人未到の切れ味を目指せ～」にチームリー

ダーとして出演したＶＴＲの上映と解説をしてい

ただきました。これは鉄パイプをいかに変形させず

に刃物で切断できるかを出場 2 チームで競うもの

でした。上映前に本人は「結局この勝負には負けて

しまいました」と言われましたが、競ったチームに

は見事に勝利していました。なぜ負けたって言った

のか分からなかったので尋ねてみると、「相手チー

ムには勝利したが、鉄パイプに負けた」と言われま

した。確かに切り口は綺麗でしたが、鉄パイプが楕

円形に変形していたことに納得がいかなかったそ

うです。いつか必ず綺麗な円形の切り口になるカッ

ターを作りたいというのが、やはり職人の拘りなの

だと感じた次第です。 

生徒もテンポいい展開に退屈せず、興味をもって

集中できた、とても良い講演でした。 

 

＜＜生徒の感想＞＞ 

逃げるのではなく、色々なことに積極的に取り組むことで、人として成長していけるもの

だと、分かりました。どのような問題に直面しても、その壁を乗り越えていけば「確かな実

力（自信）」となり、「前向きな思考」をしていけるように変えられると思うので、自分に自信

をもって失敗を恐れず、それを土台にし、より良い自分になれるように変わっていきたいで

す。 

 

【講師５】北村 隆幸 先生（NPO法人せき・まちづくり NPOぶうめらん代表理事） 

 「まちづくりを仕事にする」と題して講

話して頂きました。まちづくりの面白さ

に魅了され、その経験や知識を生かし、２

００７年に関・まちづくり NPO ぶうめら

んを設立されました。関市の地域活性化

のために、いろいろな活動をされていま

す。関市の高校生は３０００人いますが、

その７割は高校卒業後、地元を離れてし

まいます。関市に戻ってきてもらうため

には、「高校生に関をもっと好きになって

もらいたい。関の魅力を知ってもらいた

い。」という思いで活動をされています。

ぶうめらんの目標は、①郷土愛を育む、②市民が生き生きと暮らす市民社会を実現する、③

元気で地域を支える企業を育成する、④若者に関市で働く意欲をもってもらう、です。こう

した目標の実現のための取り組みの１つとして、地域企業と高校生と NPO の協働を推進され

ています。関高校の文化祭などで「関牛乳に何味を混ぜたらいいだろう？」という投票を行

いました。高校生のアイディアを取り入れて、３位になった「味噌牛乳」の商品化が実際に

進められたそうです。 

こうした高校生のアイディアを今後も増やしていきたいとおっしゃっていました。何人か

の関高生も、高校生記者として「高校生ぶうめらん」で活躍しています。講座では、「まちづ

くりの仕事を体験してみよう」ということで、えんたくん（円卓）によるワールドカフェを



体験しました。膝の上に丸いボードを載せて、膝をつきあわして、自由な発想を述べ合うも

のです。「こういう自動車学校なら通ってみたい」、「ぶうめらんに○○があればもっと読んで

みたい」というテーマに関して、グループでお互い自由な意見を言い合って、楽しい会にな

りました。最後に「まちづくりとは…？」という生徒の質問に対して、「提案だけでなく、成

果を出すこと」と話された言葉が印象的な講座となりました。 

 

＜＜生徒の感想＞＞ 

グループで話し合いながら交流を深めることができ、良い経験になりました。この講座を

聞く前には、『ぶうめらん』にあまり興味はなかったのですが、今回の講座を経て、いつか『ぶ

うめらん』に関わる日があったら進んで携わっていきたいと思います。関市を活発にするた

めの具体的な案は中々いい点を突いていて興味深かったです。 

 

【講師６】吉田 智美 先生 （メイクアップアーティスト） 

 自己紹介を兼ねてこれまでの人生を手書きの年表を用いて語られた。 

 ・人生は選択の積み重ね 

 進路選択だけが選択ではない。人は毎朝起きたときから選択をして生きている。中 3 の時

バスケの強い高校へ行こうと思ったが、親のすすめで進路選択の幅が広い関高にした。バス

ケ部中心の高校生活だった。県ベスト８という目標を決め達成できたので充実した高校生活

だった。2年の時美術に興味を持って絵を習い始めた。皆さんも受けてみたい大学は必ず見に

行こう。私はその場で感じる空気感を大切にしてきた。そして一番空気が心地よかった大学

を選んだ。 

 大学時代に海外旅行をする

ようになり何カ所か行った。

その中でもニューヨークの空

気感が一番肌に合ったので、

ぜひここに住みたいと思った。

4 年次 9.11 テロがあり卒業後

すぐＮＹに行くのは断念し、2

年地元で美術講師をした。Ｎ

Ｙへの思いは断ちがたく単身

渡航。漠然とメイクアップの

学校へ行こうと思っていた。

徹底した現場主義で実技を習

得し英語も習得できた。語学

学校へ通うよりも上達できた。

確かな意思のもとメイクを習ったわけではなかったが、メイクの仕事は自分に合っており、

仕事としてやっていく自信もＮＹの 2年間で持てた。 

・自分の 10年先を見つめよう 

26 歳から東京でＴＶの仕事を中心に活動した。30 歳になり、ふと 40 歳までこの仕事ができ

るのかを考えると芸能界で仕事をするのは無理があると思った。そんなことを考えていた折、

東日本大震災が起きた。メイクの仕事など大災害に傷ついた人を救えないし無力だ、私の仕

事は意味がないと悩んだ。だが、請われて被災地へ行きメイクをしメイクの方法を指導した

ら、被災者から生きる希望や復興への意思が持てたと感謝され、メイクの持つ力に気づかさ

れた。これからは芸能人ではなく一般の人にメイクをすることを仕事にしよう。ＮＹや東京

で得たものを地元に還元しようと 2016 年に関市にスタジオを開設した。自分の 10 年先を見

つめると 5 年後に何をすればよいか、1 年後に何をすればよいかが明確になる。私はこうし

て自分の人生を描いてきた。 



・目標を持つこと、感謝の気持ちを言葉にすること 

 目標を設定すると苦手なことや嫌なこともがんばることができる。絵が下手な私でも美大

合格という目標ができたら絵を熱心に練習できたし、英語が苦手だったがＮＹで暮らしたい

と目標ができたら英語も勉強できた。ぜひ目標を持って学校生活を送ってほしい。また、感

謝をすることを忘れないでほしい。「ありがとう」は「有り難し」、「めったにないこと」。その

反対の「ありふれたこと」に「ありがとう」と言いたい。「ありふれた」ことが実は「めった

にないこと」かもしれない。今の私が在るのは両親が出会ったおかげ。私は誕生日には両親

に「ありがとう」と言う。皆さんも身近なところからまず親に「ありがとう」と言ってみてほ

しい。 

＜＜生徒の感想＞＞ 

とても心に突き刺さる講座でした。私も吉田先生と同じで、芸術系の大学に入って舞台や

映像を学びたいので、とても真剣に聞いていました。やりたいことを口に出すことはとても

大切だと改めて分かったし、私もニューヨークに留学したいと少し思いました。自分のやり

たいことのために 1つ 1つ目標を立てて、努力していきたいと思いました。 

 

【講師７】各務 梓菜 先生（ＮＨＫ静岡放送局 スポーツキャスター） 

実際にご自身が出演された番組のＶＴＲを見せて頂き、スポーツキャスターの主な仕事の

内容やキャスターとしてのやりがいを聞かせて頂きました。 

高校時代に将来の夢と出会い、自分の心の声に耳を傾け、その瞬間の思いを大切にして挑み

続けた各務さんの強い気持ちが夢を叶える原動力になったのだなと感じました。 

○将来の夢との出会い 

先生からの誘いで廃部寸前だった放送部に入部し、コンテストで全国大会入賞を果たした

ことにより、はじめて自分にできることを見つけ、自分の声を伝えることの楽しさを知り、

将来「アナウンサーになりたい」という夢を持つようになった。 

○夢を追いかけて東京へ 

 早稲田大学へ進学し、アナウンサーになる為の知識や経験を積むために、放送研究部・ア

ナウンス部に入部し、ラジオ局でのアルバイトにも励んだ。 

○約 1年以上続いたアナウンサー試験 

 周りのみんなが就職先を決めていくなかで、自分には絶対にアナウンサーになりたいとい

う強い気持ちがあったので、一般企業には応募せず、全国各地のアナウンサーの試験を受け

続けた。 

その結果、卒業式の 2ケ月前に静岡放送局のスポーツキャスターでの採用が決定した。 

○アナウンサーは原稿を読むだけ？ 

 周辺取材やインタビュー、ナレーション、構成や原稿作成などさまざまな仕事内容がある。 

ただ原稿を読むだけでは、「ロボットでもできる」と言われてしまうので、試合観戦では、選

手の細かい仕草や使いたいシーンを選別し、大まかな構成を考えながらみるようにし、試合

の面白さや注目ポイントを自分で見つけていけるように心掛けている。 

○皆さんへのメッセージ 

・自分の心に従う 

・自分のやりたいことをみつけたら挑み続ける 

・周りの人の力をかりる 

・最後は自分を信じて勝負！ 



 

＜＜生徒の感想＞＞ 

キャスターの仕事は、話を聞

いてリポートするだけだと思

っていたけど、構成を考えたり、

アポをとったり、大変だと思う。

自分の好きだと思ったことを

仕事にしていてすごいと思う。

相手の意見を踏まえて臨機応

変に構成を考えて感銘を受け

ました。常に相手の目を見て頷

いて話を聞いていらっしゃっ

たので、インタビューの際に、

有利に働くのかと思いました。 

 

【講師８】松居 志洋 先生（県北西部地域医療センター国保高鷲診療所 医師） 

「地域医療の現状」および「幸せ」と「働くこと」について話していただきました。 

先生は本校から、自治医科大学に進学されました。大学卒業後は、岐阜県総合医療センター

で研修医として勤務されたのち、県内の地域医療に貢献され、現在の高鷲診療所は３つめの

勤務地だそうです。 

研修医のとき、ＮＨＫの医療番組「ドクターＧ」に出演されたそうです。現在の勤務地「高

鷲町」は人口約 3,000 人に対して医師が 2 人と、県下でも医師の少ない地域であり、毎日平

均 40人ほどの患者が訪れるそうです。お年寄りの方が多く、診療所が心のよりどころにもな

っており、治療後は丁寧に「ありがとうございました。」とお礼を言われるので、とてもやり

がいがあるそうです。しかし、設備等のこともあり患者の状態によっては限界もあり、大き

な病院へ送り出すこともあるそうです。 

次に「幸福とは何か？」という質問を生

徒に投げかけられ、どの答えも肯定し、「正

解はない」と話されました。アリストテレ

ス・ビルゲイツ・孫正義など有名な人物の

言葉を引用して、「幸福の条件」について

説明されました。「お金」だけでなく、「何

かをやり遂げた」・「他人のために貢献でき

た」・「感謝された」などの「達成感を得る

こと」や「社会から認められること」・「家

族と楽しく暮らせること」が大きな「幸福

感」を生む。その最良の手段が「働くこと」

であるから、自分たちが「幸せ」になるに

は、今後の進路選択がとても大切であると

話されました。最後に「最も過酷であり、

かつ無償の仕事」＝「お母さん」の動画で、

講義を終わられました。改めて「幸福」と 

は何かを考える機会をいただきました。 

＜＜生徒の感想＞＞ 

働く≒幸せで、幸せには人それぞれ考えがあるけど、自分のやりがいの為や、キャリアの

為に働くことで幸せが得られると私は思いました。患者さんとの距離が近いところが魅力だ

という話を聞いて、私は患者さんに寄り添った、気軽に話しかけやすい看護師になりたいと



思いました。 

 


